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研究成果の概要（和文）：本研究では、①1950年代前半／朝鮮戦争下での抵抗の経験と、②1970年前後／ベトナム戦争
下での反戦運動の経験を、国際海港都市・神戸の運動経験の聞き取り作業・史料発掘により具体的に跡づけた。そのう
えで、朝鮮戦争下での抵抗を担った人々が、60年安保闘争を経て若い世代の担い手を育成し、そのような若い世代によ
り1965年の北爆開始後にベトナム反戦運動がはじめられ、さらに次の世代の人々がベトナム反戦運動・地域の課題に向
き合っていくさまを明らかにした。
本研究は、地域における運動経験の世代間継承のさまを明らかにし、従来、党派や組織の歴史として細分化されてきた
社会運動史研究に新たな方法論を提示した。

研究成果の概要（英文）：This research, focusing on the international port city of Kobe, depicted the 
anti-war movement experiences under the Korean War in the early 1950s and the Vietnam War in the late 
1960s and early 1970s by interviewing the activists of that time and analyzing relevant historical 
materials. This research revealed the fact that the anti-Korean War activists nurtured the next 
generation activists in the 1950s and early 1960s and that they became the leaders of the anti-Vietnam 
War movement and other types of citizens’ movements after the late 1960s.
This research shed light on the process of succession of activist experiences from one generation to the 
next and thus presented a new method to liberate social movement studies from dogmatic perspectives of 
particular parties or organizations.

研究分野：社会運動史
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１．研究開始当初の背景 
(1)問題関心 
 研究代表者は、1920 年代前半の日本の左
派社会運動史を〈帝国日本に抗する社会運
動〉として体系的に捉え直す作業を行ってき
た。この〈帝国日本に抗する社会運動〉の基
底にあったのは、国際共産主義運動における
一国一党主義の枠組である。外国人の共産主
義者は居住国の共産党の指導に従うべきで
あるとするこの枠組は、日本の敗戦＝帝国解
体後も持続し、1950 年代半ばに国際共産主
義運動の路線転換に伴い解体し、1970 年前
後に全共闘運動の高揚に伴い再発見された。 
研究代表者は、1920 年代前半に形成された
思想・運動の枠組がアジア・太平洋戦争を経
て戦後まで継続し、1970 年前後に再発見さ
れるさまの連続と断絶を、通時的に見通すべ
きであると考えた。 
(2)先行研究 
 研究代表者のこのような問題関心に応え
る先行研究は、残念ながら存在しない。たと
えば『岩波講座アジア・太平洋戦争４ 帝国
の戦争経験』（岩波書店、2006年）は、帝国
経験の「残滓」や「痕跡」というかたちで戦
後についても論じているが、左派社会運動史
研究の観点は完全に欠落している。そもそも、
1950年代と1970年前後を通時的に見通すよ
うな研究視座自体がなく、両者はそれぞれ別
個の研究課題として論じられているのが現
状である。 
 まず、1950 年代についていえば、一方に
は、一国史的立場に立脚しつつ戦後日本の左
派社会運動史を戦後民主主義の定着過程と
して描き出す歴史学的研究（広川禎秀ほか編
『戦後社会運動史論』大月書店、2006 年）
があり、他方には、東アジア情勢との連動性
を重視したポストコロニアル的な思想史
的・文化史的研究（岩崎稔ほか編『戦後日本
スタディーズ１ 40年代・50年代』紀伊国屋
書店、2009年）がある。 
 そして、近年広く取り上げられている 1970
年前後についていえば、絓秀実『1968年』(筑
摩書房、2006 年)と小熊英二『1968』（新曜
社、2009 年）が代表的研究としてあるが、
両者とも関心が新左翼諸党派に偏っていて、
思想史的にも運動史的にも叙述に広がりが
欠けるうえ、本研究が重視する東アジアとの
関わりについても、ごく限られた局面でしか
扱われていない。このような先行研究の動向
を批判的に踏まえる本研究は、帝国経験から
戦後の左派社会運動史を通時的に捉え直そ
うとするものであり、これまでの研究のなか
で提起した〈帝国日本に抗する社会運動〉の
戦後における行方を見定めようとするもの
である。 
２．研究の目的 
(1)朝鮮戦争下の社会運動史の描き直し 
 1989年から 91年にかけての冷戦構造の解
体は、東アジアの地域秩序にも巨大な影響を
与えた。本研究にとってとくに重要なのは、

1989～91 年の変革に至る過程で、かつて弾
圧され封印された1940年代末から50年代に
かけての左派社会運動の記憶の封印が解か
れ、当該期の左派社会運動像の描き直しが行
われたことであり、その影響は日本にも及ん
でいる。本研究の第１の目的は、朝鮮戦争前
後の時期の左派社会運動の経験を、1920 年
代以来の〈帝国日本に抗する社会運動〉の枠
組を踏まえつつ跡づけ直すことである。 
 具体的には、左派の日本人と左派の在日朝
鮮人とが協働した左派社会運動の経験を明
らかにするが、このような運動の枠組は、
1954年から 55年にかけて大きく転換し、外
国人の共産主義者は居住国の共産党ではな
く祖国の共産党の指導下に入り、居住国の内
政に干渉してはならないとされる。ここで問
題なのは、旧来の研究枠組においては、この
1955 年の転換を過去へと遡及的に投影する
かたちで当時の実態とはかけはなれた歴史
叙述が一国史的枠組のもとなされてきたこ
とにある。本研究では、同時代の実感に即し
た運動経験の叙述に基づき、一国史的枠組を
こえた歴史像を提示していくことになる。 
(2)「1968年」の運動経験の捉え直し 
 運動経験の一国史的叙述に対する批判が
噴出してくるのは、戦後民主主義の高揚とし
ての60年安保闘争を経たのちの1970年前後
のことである。その背景には、戦後日本の市
民社会から排除され、戦後日本の民主主義か
ら放擲されてきた人々―在日朝鮮人や在日
中国人、被差別部落民など―の存在が可視化
されてきたことがあった。彼らの存在が可視
化されるなかで、封印された運動体験にもあ
らためて関心が向けられ、当該期の運動体験
を隠蔽してきた従来の歴史叙述のあり方に
も批判が向けられることになったのである。 
 1960年代後半から1970年代前半にかけて
このような転換を促した要因はいくつも考
えられるが、そのなかでも最大の要因はベト
ナム戦争であった。ベトナム反戦運動を介し
てアジアと出会う、という思想史的・運動史
的文脈を想定することができる。本研究の第
２の目的は、1950 年代後半以後国民化され
ていた戦後日本の左派社会運動が担い手の
転換を伴いつつアジアと出会い直すさまを
具体的に跡づけることである。 
(3)戦後社会運動史の歴史像の通時的提示 
 (1)(2)を踏まえて本研究が試みるのは、国際
的連関のもとで 1920 年代前半に形成された
枠組を起点として、戦後日本の左派社会運動
とアジア―とくに在日朝鮮人・在日中国人―
との関係を通時的に見通すことである。朝鮮
戦争後、1950年代後半から 1960年代前半に
かけて国民化した左派社会運動が、ベトナム
戦争を背景として異なる担い手に担われつ
つ再びアジアと出会うさまをふたつの事例
に即して跡づけるとともに、同様の問題関心
に立脚する検討を幅広く展開していくこと
を可能にするような汎用的な研究枠組を構
築することが、この研究の最終目的である。 



３．研究の方法 
(1)地域に眠る一次史料・文書の発掘 
 本研究では、各地の図書館・資料館に所蔵
されている一次史料・文書はもちろん、個人
で所蔵されている一次史料・文書の収集・保
存に積極的に取り組んだ。とりわけ、神戸地
域に残される一次史料・文書に関しては,各研
究機関・個人の協力を得て、網羅的な調査・
収集を実施した。 
(2)オーラル・ヒストリーの収集 
 本研究の方法のもうひとつの柱が、多くの
当事者からのオーラル・ヒストリーの聞き取
りである。当事者から別の当事者を紹介して
いただきながら、各当事者それぞれの出生・
生育歴・運動経験といったライフ・ヒストリ
ーを詳細に聞き取ることで、当事者の生と運
動経験を有機的に結びつけることにした。と
りわけ、本研究では、高齢の当事者の再会の
場を積極的に設け、各当事者それぞれの記憶
を呼び覚ますという手法をとった。 
(3)文書資料とオーラル・ヒストリーの融合 
 (1)(2)の方法を踏まえて、本研究では、文書
資料を同時代の文脈に即して捉え直す方法
を意識的にとった。左派社会運動における文
書資料は、概して、無味乾燥な公式言説を繰
り返すようなものが多いが、当事者の回想と
結びつけることで、行間にあるさまざまな共
感や軋轢を読み取ることができるのである。 
４．研究成果 
 ３であげた方法を実行するにあたって、研
究代表者がとくに注目したのが国際海港都
市・神戸である。神戸は、敗戦後に神戸港が
米軍に接収されて朝鮮戦争の出撃基地とな
り、神戸港の完全返還が実現したのはベトナ
ム戦争終結 1974 年であったように、本研究
が着目する朝鮮戦争下での抵抗・ベトナム反
戦運動の事例を象徴しているからである。 
 本研究では、神戸に即して以下の研究成果
をあげることができた。 
(1)朝鮮戦争下の運動経験の研究 
①朝鮮戦争下での反戦平和運動の経験 
 朝鮮戦争勃発直後の神戸では、レッド・パ
ージにより職場を追放された人々を担い手
とする反戦平和運動が、占領軍の抑圧に抗し
て実行されていた。兵器・兵員の出撃基地と
なっていた神戸港では港湾荷役のサボター
ジュが、地域の大工場では兵器生産のサボタ
ージュが、多くの被検挙者を出しつつ実行さ
れた。この運動を担った人々の多くは、その
後の警職法反対闘争・60 年安保闘争を担い、
1965 年にはじまるベトナム反戦運動につな
がる人脈を構築していた。 
②1950 年代サークル誌運動の史料発掘・研究 
 反戦平和運動の担い手から聞き取りを行
うなかで、神戸で発行されたサークル誌の現
物の提供を受けた。近年盛り上がりを見せる
サークル誌運動研究のなかでも、神戸の事例
は、朝鮮戦争下で抑圧に抗して発行されたサ
ークル詩誌の現物が多く残っているという
点で他に類を見ない史料群であるといって

よい。その特質は、多くの在日コリアンを抱
える神戸の街を反映して、日本人と在日コリ
アンが協働してサークル誌運動を行ってい
ることにある。神戸のサークル誌については、
神戸文学館と協力して精力的に情報発信・史
料収集を今後も続けていく予定である。 
(2)地域のベトナム反戦運動の研究 
①ベ平連こうべ 
 ベ平連こうべ（1969-78）は、神戸大学闘
争の直後、ノンセクト・ラジカルの神戸大学
生を中心に結成された。その特質は、ベトナ
ム反戦運動をきっかけに在日コリアンへの
差別・部落差別など地域のさまざまな差別問
題に積極的に取り組んでいったことにある。
近年、各地の地域ベ平連についての研究がは
じまっているが、ベ平連こうべは、当事者の
努力により膨大な一次史料を当時のままに
保存している。その分析は、今後、国立歴史
民俗博物館での共同研究のなかで、研究代表
者が引き続き実施していく予定である。 
②ベトナムに平和を！神戸行動委員会 
 1965 年の北爆直後に神戸アメリカ領事館
前での抗議行動をきっかけに結成された神
戸行動委員会は、神戸大学の教員・学生を中
心に、神戸大学闘争が激化するまで反戦運動
を担った。その特質は、朝鮮戦争下での抵抗
を担った人々の人脈が活動を下支えしてい
たという点にある。具体的な活動を担った学
生の多くは、その後、院生共闘などのかたち
で大学闘争にも関わっていくことになる。神
戸行動委員会の活動は、60 年安保闘争から
「1968 年」の大学闘争を架橋するうえで、重
要な意味をもち、「1968 年」における運動の
連続と断絶を考える手がかりとなった。 
(3)戦後の運動経験を通時的に見通した研究 
 (1)(2)であげた個別具体的な事例を検討
するなかで、研究代表者は、神戸地域におけ
る運動経験が世代を超えて継承されつつあ
るさまを見出した。具体的には、敗戦後の神
戸で復興を担い、朝鮮戦争下での抵抗の矢面
にたった人々が、北爆の開始直後に、より若
い世代の学生たちによる手探りの運動を物
心両面で支え、さらにその学生たちがベ平連
こうべの担い手を育てていったことに、従来
のような党派や組織、あるいは労働運動・学
生運動などの分野別に叙述されてきた運動
史とは異なる歴史の可能性を見出したので
ある。「朝鮮戦争・ベトナム戦争と文化／政
治」と題して『同時代史研究』に発表した論
文はこの点を主題としており、運動史研究に
新たな方法論を導入したものと評価された。 
(4)今後の課題 
①戦前の運動経験との連続性の解明 
 敗戦直後に神戸の運動を担った人々は、
1920～30 年代の神戸でプロレタリア文化運
動・人民戦線運動を担った経験をもつ。この
点に着目した研究代表者は、戦時下の「転向」
言説により分断されてきた運動経験の叙述
に貫戦史的な視座を導入して、運動経験の連
続と断絶を捉え直すべきだと考える。 



②ベトナム反戦運動を担った人々のその後 
 「1968 年」＝全共闘世代の経験は、1972
年の連合赤軍事件の衝撃もあり、概して否定
的に語られがちである。しかし、ベ平連こう
べを担った全共闘世代の人々は、ベ平連運動
から地域固有の課題を見出し、今なお運動を
粘り強く続けている。彼ら／彼女らのその後
の運動経験を検討することで、「1968 年」の
経験の積極的側面が評価できるだろう。 
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